
　粉体技術はあらゆる産業界の素材開発を
支え、エネルギーや環境関連など時代が求
める最先端の技術開発に多様な形で貢献し
ている。今回の国際粉体工業展東京 で
は進化する関連技術に加え、機器・設備の
開発動向に注目が集まる。そこで「会員企

業が有益な技術を独自開発できるよう共通
の基礎固めに尽力する」と語る日本粉体工
業技術協会増田弘昭会長に協会活動の現状
や今後の取り組みを聞いた。また、谷本友
秀東京粉体工業展委員会委員長に同展の見
どころを尋ねた。

協
会
活
動
の
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取
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組
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東
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０
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こ
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

増
田
弘
昭
会
長
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

谷
本
友
秀
委
員
長
東
京
粉
体
工
業
展
委
員
会

ナ
ノ
研
究
、
事
業
利
用
へ
道
委
員
会
設
置
し
情
報
を
集
約

５
分
野
の
最
新
技
術
を
披
露
海
外
展
開
事
例
で
セ
ミ
ナ
ー
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―
粉
体
技
術
が
関
係
す
る

業
界
の
景
況
感
は
い
か
が
で

す
か
。

　
「
当
協
会
は
特
定
の
業
界

団
体
で
な
く
会
員
企
業
の
規

模
も
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
一

概
に
景
況
感
の
善
し
あ
し
を

判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

た
だ
機
器
や
装
置
メ
ー
カ
ー

は
総
じ
て
好
調
と
聞
く
。
今

月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
国

際
粉
体
工
業
展
の
出
展
状
況

を
見
て
も
前
回
展

年

を
上
ま
わ
る
盛
況
ぶ
り
。
大

手
企
業
を
中
心
と
し
た
材
料

開
発
や
製
造
業

で
設
備
投
資
が

活
況
の
よ
う

だ
」

　
―
今
年
度
、

協
会
が
取
り
組

む
重
点
施
策

は
。

　
「
ま
ず
は
ユ

ー
ザ
ー
視
点
と

実
際
の
設
計
に

役
立
つ
分
科
会

活
動
の
推
進
。

次
に
粉
体
に
関
わ
る
基
本
技

術
の
伝
承
と
普
及
を
目
指
し

た
人
材
育
成
お
よ
び
教
育
事

業
。
さ
ら
に
ナ
ノ
物
質
へ
の

対
応
・
検
討
お
よ
び
、

月

日
か
ら
開
催
の

国
際
粉

体
工
業
展
東
京
２
０
１
４

を
成
功
さ
せ
る
４
項
目
を
掲

げ
て
い
る
」

　
「
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ

た
分
科
会
活
動
と
は
市
場
ニ

ー
ズ
を
理
解
し
た
開
発
や
セ

ー
ル
ス
展
開
を
促
す
も
の
。

先
端
的
な
材
料
開
発
や
高
性

能
な
装
置
を
製
品
化
し
た
場

合
、
そ
の
適
用
や
特
性
な
ど

を
的
確
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、

協
会
で
は
産
学
連
携
推
進
部

門
と
人
材
育
成
委
員
会
の
両

面
か
ら
会
員
企
業
の
技
術
や

人
材
の
継
承
、
育
成
を
支
援

し
て
い
る
。
企
業
は
技
術
集

団
で
あ
り
、
研
究
者
と
の
接

点
を
見
い
だ
し
連
携
す
る
こ

と
で
多
く
の
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
」

　
―
粒
子
状
ナ
ノ
物
質
の
技

術
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ナ
ノ
微
粒
子
の
技
術
進

化
は
早
い
。
す
で
に
電
子
材

料
分
野
で
は
１
０
０

ク
ラ

ス
の
微
粒
子
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
。
当
協
会
で
は

ナ
ノ
粒
子
の
実
用
化
に
よ
り

想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
研
究
や

対
応
策
の
検
討
を
進
め
書
物

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
広
報
。

標
準
化
お
よ
び
規
格
化
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
。

今
後
は
事
業

仕
事

と
し

て
利
用
さ
れ
る
分
野
へ
も
研

究
範
囲
を
広
げ
て
い
く
。
来

年

年

度
に
は
協
会
内

の
分
科
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
ナ
ノ
の
情
報
な
ど
を
集

約
す
る
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
実
用
化
に
向
け
た
微
粒

子
研
究
を
進
展
さ
せ
る
計
画

だ
」

　
―
国
際
粉
体
工
業
展
東
京

２
０
１
４
で
の
注
目
は
何
で

し
ょ
う
。

　
「
国
際
展
ら
し
く
貿
易
や

海
外
市
場
を
テ
ー
マ
に
し
た

催
し
が
目
を
引
く
。
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
多
国
間
貿

易
時
代
に
お
け
る
自
由
貿
易

協
定

Ｆ
Ｔ
Ａ

や
知
的
財

産
の
現
状
な
ど
を
解
説
。
海

外
情
報
セ
ミ
ナ
ー
で
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
進
出
に
お
け
る
課

題
を
探
る
。
メ
ー
ン
の
特
別

展
示
ゾ
ー
ン
で
は
新
た
に
食

の
安
全
お
よ
び
粉
体
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
を
設
置
。

先
端
的
な
技
術
展
開
や
活
動

事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
何

よ
り
も
出
展
各
社
が
力
を
入

れ
る
基
本
技
術
を
見
て
ほ
し

い
。
そ
こ
に
は

こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か

と
い
っ

た
驚
き
が
あ
る
は
ず
だ
」

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２０日 木曜日 　　
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―
粉
体
技
術
の
役
割
お
よ

び
展
開
さ
れ
て
い
る
市
場
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
粉
体
技
術
は
最
終
製
品

と
し
て
は
見
え
な
い
が
、
広

範
囲
に
原
料
・
材
料
な
ど
を

扱
う
産
業
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め

産
業
の

地
下
水

と
も
言
わ
れ
る
。

研
究
開
発
で
は
電
池
、
医

薬
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど

の
分
野
が
最
近
の
主
力
と
言

え
る
」

　
―
「
国
際
粉
体
工
業
展
東

京
２
０
１
４
」
の
開
催
趣
旨

は
。

　
「
一
つ
は
業
界
各
社
が
新

鋭
機
器
を
出
展
し
、
販
売
に

つ
な
げ
る
こ
と
。
も
う
ひ
と

つ
は
粉
体
技
術
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

同
展
の
来
場
者

数
は
前
回
展

年

が
１

万
５
０
０
０

人
、
今
回
は
１

万
７
０
０
０
人

を
見
込
ん
で
い

る
。
出
展
社
数

は
前
回
の
２
９

６
社
・
団
体
か

ら
、
今
回
は
現

時
点
で
３
１
４

社
・
団
体
を
数

え
て
い
る
」

　
―
東
京
展
の
見
ど
こ
ろ
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ま
ず

最
新
情
報
フ
ォ

ー
ラ
ム

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

食

品

２
次
電
池

３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン

の
５
分
野
の
最

新
技
術
を
見
て
も
ら
う
。
初

日
に
は
特
別
講
演
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス

を
テ
ー
マ
に
東
大

の
藤
井
康
正
先
生
に
公
平
な

立
場
か
ら
お
話
し
い
た
だ

く
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
産
業
と

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関

係
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
は
産

業
人
と
し
て
重
要
な
問
題

だ
」

　
「
今
回
は
海
外
展
開
に
も

目
を
向
け
る
。
日
本
は
貿
易

立
国
の
た
め
海
外
と
の
接
点

が
必
要
。
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
考

え
る

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム

と

海
外
情
報
セ
ミ
ナ

ー

を
開
く
。
自
由
貿
易
協

定

Ｆ
Ｔ
Ａ

や
知
的
財
産

権
の
話
を
聞
く
機
会
だ
。
事

例
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。
最

終
製
品
の
多
く
が
東
南
ア
ジ

ア
で
組
み
立
て
ら
れ
る
か
ら

だ
。
海
外
に
展
開
し
て
い
る

会
社
に
も
、
検
討
し
て
い
る

会
社
に
も
必
要
な
情
報
だ
」

　
―
産
学
の
連
携
は
。

　
「
展
示
会
は
粉
体
工
学
会

と
協
調
し
て
い
る
。
前
日
と

初
日
に
は
、
同
学
会
の
秋
季

研
究
発
表
会
が
あ
る
。
若
手

研
究
者
の
研
究
成
果
を
発
表

す
る
場
も
あ
り
人
材
の
育
成

に
貢
献
し
て
い
る
。
学
会
の

先
生
方
に
は

粉
体
入
門
セ

ミ
ナ
ー

で
粉
体
を
易
し
く

解
説
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」

　
―
展
示
会
に
か
け
る
意
気

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「

こ
の
一
粒

夢
を
か

た
ち
に
―
粉
の
技
術
―

が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
展
示

会
は
一
つ
の
お
祭
り
。
粉
体

技
術
を
世
の
中
に
Ｐ
Ｒ
し
、

粉
体
技
術
産
業
の
需
要
の
掘

り
起
こ
し
に
つ
な
げ
た
い
」


